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●はじめに
　２０１１年７月開催予定であった「海
フェスタおのみち」は東日本大震災の
関係で１年延期になりました。ＣＭＡに
おいても「海フェスタおのみち」にあわ
せて「つるむｄｅ尾道」を開催し、尾道
と大阪の多様なつながり形成への企
画を考えておりましたが、今年はその
内容を継承しつつ「つるむｄｅ尾道・プ
レイベント」として実施することにしまし
た。（2011.8.17～8.20）
　子どもたちのための「しまなみ海の
楽校」と近畿大学建築学部「地域マ
ネジメント研究室」のゼミ旅行、ＣＡＳ
Ｅまちづくり研究所の夏の研修旅行を
兼ねた尾道周辺ツアーがその内容で
した。いづれにもＣＭＡメンバーが参
画して、来年の「つるむｄｅ尾道」につ

なげて行くことを意図したプレ・イベント
でした。
　「しまなみ海の楽校」はＣＭＡにお

いては初めての「子どもゆめ基金」の
助成事業であることも特筆しておく必
要があります。（同基金助成によるＣＭ
Ａ事業は今年１０月の「子ども自転車
教室２０１１」でも実施）プレイベントの
計画時期が、ＣＭＡの今年度事業が
急激に進行した時期にあたり、その状
況の中での企画修正ということで、限
られた時間の中での少し強引な実施
計画でしたが、参加者各位と尾道の
皆様方の強い熱意とご協力を得て無
事実施することができました。関係各
位には心から感謝しております。

●つるむｄｅ尾道
　プレイベントの１日目
　8.17（木）12:00ＪＲ尾道駅に集合

　「自転車市民倶楽部」設立後、初
の顔合わせポタリングということで、6月
25日（土）下記のコースで実施しまし
た。前日の天気予報では降水確率
60%でしたが、当日はだまされたような
真夏日和。のんびり走っている間にしっ
かり日焼けしました。
　参加者は森、井上、石倉、笹井、
藤原、藤本、小山の計7名。
　このコースは雑誌「自転車人」に
掲載されたもので、四天王寺南大門
（8時集合）～安倍晴明神社～寺西

長屋～万代池公園～池田屋本舗
～住吉大社～阿倍野神社～飛田
新地「鯛よし百番」～天王寺・あべの
Q’s TOWN（12時昼食解散）
（走行距離約21㎞、所要時間約3時
間）

「子ども自転車教室」2011
10月29日（土）10時～15時
　「子ども自転車教室」は、一部メン
テナンス教室と二部まちめぐりポタリン
グで開催します。
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CMA自転車市民倶楽部コーナー

一部の方はご存知ですが、指定管理の事業計画書制
作の依頼がありました。IはCMAの事業拡大を目論みま
したが、ことは思惑通りには運びませんでした。ご了承く
ださい。期待はずれの上に作業はハード。おかげで６週
続いたロングツーリングは途絶えてしまいました。（デビ）

西 淡 路 ２ 丁 目

　低気圧の影響で雨の心配もしなが
らの3泊4日でしたが、なんとか最終日ま
でまとまった雨には合わずに高根島で
過ごすことができました。現地サポータ
ーの河西さん（堺出身・瀬戸田在住
の元気な女性）含め17、8人、時には
20人分くらいの食事つくりが私の仕事
です。西村さんは智頭でもどこでも30
人くらいへっちゃらですが、「臨機応
変」といいつつ、実は「行き当たりばっ
たり」に作った献立でも、インスタントで
はなく素材の味を生かしたものを・・・と
考えました。西村さんが事前に大阪千
日前道具屋筋で用意した巨大な大
鍋や中華なべに、これも大きなお玉を
振り回し、分量の加減がわからず四

寺西長屋 募集チラシ

▲石川サイクリングロード

会員リレー・メッセージ

「しまなみ海の楽校」おさんどんの記

海フェスタおのみち「つるむｄｅ尾道」プレイベント

高根大橋から見る瀬戸田港

▲坂のある町 （２・３面へ続く）

住吉大社

苦八苦。ご飯の釜は４升炊き（！）闇雲
に作ったご飯をさて、子どもたちが喜ん
でくれるかどうか気がかりでした。
　リーダーの号令に、きちんと正座し
食べてくれました。野菜嫌いの子には
ちょっとつらいけど、概ね好評・・・であっ
たようです。お行儀は相当良かったで

す。後片付けは、子ども達が全員で行
います。あの４升炊きのお釜も4年生が
洗いました。台所は狭いのですが、広
い庭のいたる所に水道があって洗い
場と化したのです。高台の家の庭から
は、瀬戸田への橋が見え、のんびりとし
た風景です。ワイワイと片付けも毎回に
ぎやかでしたね。その分少し楽させても
らいました。
　ただ今回は、事前の打ち合わせが
なく買い物にも同行していません。食
事については、質量ともスタッフ不足で
はなかったでしょうか。ＣＭＡとして参
加しましたが、この企画自体現地との
コラボレーションに課題が残ったように
思います。現地の方 と々のつながりが
できたことは収穫でした。

CMA事務局　竹本 暁代

宿泊先：あーねこーね塾

自転車市民俱楽部　小山 勝己

子どもたちに、自転車の素晴らしさを
知ってもらう機会は滅多にありません。
昨年から続けてきた「子ども自転車教
室」の活動の場を広げ、自転車乗り
にできる世代を超えた交流イベントとし
て、これからも出来る限り継続して行き
たいと考えています。皆さんの積極的
な参加をお待ちしています。



の後、尾道本通り商店街（旧西国街
道）と周辺の小路散策に移りました。
空き家店舗の再生、商店街から尾道
水道に抜ける歴史ある「小路（しょう
じ）」の整備他「修復型のまちづくり」
が所々で試みられおり、「坂のある町・
尾道」とは違った動向が感じられるエ
リアです。一時の「鉄板ブーム」はや
や衰退気味で、昼食はやはり「尾道
ラーメン」ということになりました。
　その後は「坂のある町・尾道見学」
としましたが、今回はお寺巡りは少しに
して「空き家再生プロジェクト」の視
察に重点を置きました。このエリアに
は、ＮＰＯ法人・空き家再生プロジェク
ト発行マップに掲載されただけでも８
つの空き家再生があり、従来の坂の
ある町・観光とは異なる「まちづくり」の
動向が感じられました。「空き家再生・
ＡＩＲ　ＣＡＦＥ」で坂道歩きの疲れを

癒しながら、スタッフの方から最近の
空き家再生の動向・再生空き家の宿
泊情報など聞くことが出来ました。
　再生空き家では最も知名度のある
「通称ガウディハウス」を少し下ったと
ころにＮＰＯ法人・空き家再生プロジェ
クトの本部があり、代表の豊田さん他
とも空き家再生の現況をじっくり聞くこ
とが出来ました。本部裏の「三軒家ア
パートメント」は路地裏の古家を再生
してサブカルチャー発信拠点・アー
ティスト事務所他に活用されており露

地空間を組み込んだ街中での再生
事例として面白いものでした。
　盛夏の中、坂・街散策で疲れた体
を銭湯でリフレッシュし、尾道での懇
親会定番スポット「たまがんぞう」に移
動、尾道大学児玉先生も合流し、熱
い懇親会となりました。（「たまがんぞ
う」はヒラメの一種の名前で干物など
がおいしい。）

●つるむｄｅ尾道
　プレイベントの２日目
　8.18（金）の朝は、尾道駅レンタサ
イクルＳＴに集合し、いよいよ自転車で
「しまなみ海道」挑戦です。自転車は
前３段・後８段のスポーツ車が普通
で、しまなみ海道の橋登りにも十分耐
えるものであるとともに、しまなみ海道の
どこでも乗り捨て可能ということで、観
光レンタサイクルの完成形という感じ
を受けました。
　尾道港からフェリーで向島に渡り、
そこから瀬戸田に向けサイクリングス
タートです。因島に渡る因島大橋から
の雄大な眺めは「しまなみ海道」の魅
力を最初に与えてくれます。因島から
はフェリー使用・自転車自走の２手に
分かれましたが、このような移動の選
択肢があることも「しまなみ海道」の魅
力の一つといえます。
　瀬戸田では瀬戸田小学校で行わ
れていた「瀬戸田石像彫刻設置プロ
ジェクト」に合流し、尾道大学芸術学
部美術学科の児玉先生と学生たち
の指導の下で、小学生たちが石像彫
刻の最終の磨き工程にいそしむところ
を拝見しました。この石像彫刻は瀬戸
田小４８名の作品の中から選ばれた１
点を瀬戸田産の２トンの花崗岩を加
工して製作されたものですが、専門家
の適切な指導があったことで、本格的

な作品に仕上がっていました。このプロ
ジェクトは今後も継続され、「瀬戸田
しおまち商店街」中央部のポケット広
場を尾道大学の学生たちが整備した
後展示される予定で、来年の「つるむ
ｄｅ尾道」実施の折にはその姿を見る
ことできると思います。
　石像プロジェクトの後は「平山郁
夫美術館」の見学で、尾道大学児
玉先生の紹介で平山館長（平山郁
夫さんの実弟）に案内していただき、
平山作品に触れることができました。
作品の精密な下絵は、作品制作の
実施設計図といえるような緻密なもの
で、平山作品の隠れた力に参加者全
員が感動を覚えました。
　瀬戸田で昼食といえばやはり「たこ
めし」。瀬戸田小で合流していたＮＰ
Ｏ法人瀬戸田港房・しまら部（ぶ）の
河西さんも一緒に全員でたこめし昼
食。お世話になった蛸料理「ちどり」さ
んの座敷を借りて、島おこし活動「しま
ら部」の動機・現況など熱く語ってもら
いました。河西さんには「しまなみ海の
楽校」の子どもたちへの食材の手配
他現地でいろいろとお世話になりまし
た。レクチャーの後は「しまら部」の拠
点に活用しようとしている瀬戸田港傍
の空き家を視察しました。（元パチンコ
店＋住宅の大型家屋）改修の可能
性について不安を抱いていた河西さ
んでしたが、「拠点活用は十分可能」
という我々の意見を聞いて少し安心と
いうところでした。改修については今後
何らかの支援をしていくということで、新
たな「つるむｄｅ」のスタートです。
　過密スケジュールのプレイベントはこ
の後「高根島」に移動し、いよいよ「し
まなみ海の楽校」に合流です。河西さ
んの先導で自転車・自動車で到着し
た「しまなみ海の楽校」では、ＣＭＡ西

村部会長と竹本さんのお迎えです。
子どもたちの滞在している「あーねこー
ね塾」はフェリー会社の社長宅として
使われていた立派な民家で、冷たいト
マト・カレーライスなどご馳走になりなが
ら、子どもたちのこと、島の話他会話が
弾んでいました。そのころ海水浴から
子どもたちが帰ってきて元気でたくまし
い姿を見せてくれました。（「しまなみ海
の楽校」の詳細は別に掲載していま
す。）
　近畿大学の学生とはここで解散し、
伊藤豊雄美術館・今治経由で帰阪。
その他のメンバーは尾道まで船移動
し、尾道駅前の「いっとく」で連日の懇
親会を開催しました。

●つるむｄｅ尾道
　プレイベントの３日目
　私は「いっとく」の懇親会の後帰阪
しましたので、概略の報告です。
　「しまなみ海の楽校」も高根島最
後の夜となり、地元の食材いっぱいの
バーベキューが夕食です。しまら部・河
西さん手配の「しし肉」も出るということ
で、子どもたちの事後談が楽しみで
す。バーベキューの準備他には河西
さん・ＣＡＳＥメンバーの強力な活躍も
あったように聞いております。
　河西さんから相談のあった「しまら
部新拠点」の古家の実測調査も３日
目に行われております。また、寺川副会
長は19日（金）の夕刻に尾道・平谷
市長と面談し、「つるむｄｅ尾道・プレイ
ベント」の報告と来年の本格実施に
向けての方向性について協議してき
ております。このあたりも別途報告があ
ると思います。「しまなみ海の楽校」の
子どもたちは最終日の４日目・８月２０日
に「坂のある町・尾道」で遊んだ後バ
スで帰阪ということになります。

●おわりに
　本当に濃密なプレイベントでありまし
た。おかげで帰阪後はくたくたです。
開催ぎりぎりの計画にもかかわらず、こ
んなにも充実したプレイベントになりまし
たこと、ひとえに参加者各位と尾道の
皆様方の強い熱意とご協力のおかげ
と心より感謝しております。
　尾道における商店街の再生・歴史
ある小路の整備・空き家再生プロジェ
クト・しまら部、あーねこーね塾の島お
こし・アートによるまちづくり、どれを見て
も地域の人たちが主体になり、適切な
専門家・行政との協働の中で、少しづ
つ進められています。文字通り町・地
域全体が「修復型のまちづくり」と言え
るかもしれません。今回懇親会に利用
させてもらった「たまがんぞう」と「いっ
とく」の経営は同じ方でＮＰＯ法人・空
き家再生プロジェクトのメンバーでもあ
ります。まちづくりには一定の経済力の
ある商売人の参画も大切であることを
申し添えておきたいと思います。（今回
はお会いできず残念でした。）
　ＣＭＡにとってもこのプレイベントを
通じていろいろな方 と々のふれあいが
ありました。文字通り「つるむｄｅ尾道」
に向けての「つるむｄｅ第一歩」といえ
ると思います。今回のプレイベント実施
が来年の本格実施の成功につなが
ることと、ＣＭＡ活動の新たな起爆剤
になることを願って筆をおきます。

ＣＭＡ副会長　井上　守

尾道本通り商店街：旧商工会議所前広場
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「たまがんぞう」での懇親会

瀬戸田石像彫刻設置プロジェクト高根大橋から見る高根島 あーねこーね塾

尾道本通り商店街から見る小路（しょうじ） 坂のある町

通称尾道ガウディハウス


